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はじめに

　アスリートへの心理サポートが様々な立場で
実施されている．そのなかで，個としてのアス
リートを尊重し，人格的な成長の支援を目指し
臨床的な関わりをするスポーツカウンセリング
がある．スポーツカウンセリングとは，「競技場
面に関わる全ての人々を対象とする心理臨床行
為」（中島，2004）である．そして，「競技力向
上に関わる問題，競技遂行上の問題，神経症，
身体的問題，あるいは，全人格的成長や引退の
問題など，さまざまな問題や悩みを抱えるアス
リートに対する心理アセスメント，そして心理
療法やカウンセリングがその中心である」（鈴
木，2006）．また，スポーツカウンセリングは，
「カウンセリング」であるため誤解されやすく，
いわゆる精神疾患などの病理的な問題を抱えた
アスリートを対象とした支援と思われるかもし
れないが，そういうわけではない．カウンセリ
ングの目的はアスリートの競技力向上や実力発
揮だけではなく，心理的成熟・成長を目指すも
のである（中込，2013）．実際に，スポーツカウ
ンセリングを希望するアスリートは試合で実力
発揮できない，あるいはスランプといった競技
パフォーマンスのつまずきをきっかけとして，

競技力向上に直接的な心理教育や心理スキルト
レーニングの指導を希望することが多い（鈴木，
2014）．しかし，高い競技レベルにあるトップ
アスリートは，すでに高い心理スキルを獲得し
ているため，パフォーマンスを滞らせている悩
みや問題についてカウンセラーの前で語ること
になり，アスリート自らの力で心理的問題（課
題）を克服していくことを支援するという関わ
りになってくる（中込・鈴木，2017）．
　ところで，スポーツカウンセリングに関する
研究会などで報告されるアスリートの事例に触
れると，競技への関与の程度や競技レベルが高
いほど，彼らの体験する競技の世界は非常に過
酷であり，その問題や現象を表層的・意識レベ
ルのみで理解することに限界があることを感じ
させられる．このことは，多くのトップアス
リートにスポーツカウンセリングを行っている
鈴木（2000）が「意識レベルで捉えられる心理か
らその行動や問題を理解することが困難である
ことを体験する」と指摘していることと同様で
ある．そして，このようなアスリートに生じる
問題（課題）を理解し，心理支援を考えていく
ためには，表層的・意識レベルだけでなく，そ
の背景にある無意識の動きを理解することが求
められ，そのために深層心理学や心理力動論を
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導入することが役立つのである（鈴木，2000）．
　また，筆者の勤務するサポートセンターを訪
れるアスリートは大学生であり，彼らに役立つ
ための心理サポートを念頭に置き，本研究は彼
らの体験している競技世界の理解，そこで生じ
る問題（課題）の理解，そしてその支援方法を
考えたい．発達的にみると，大学生の時期は一
般に青年期後期とされ，アイデンティティの形
成が発達のテーマになり（Erikson，1968），「子
どもの時代のあり方をいったん解体し，新たな
社会人としての人格の構造を成し遂げるという
構造転換」（下山，1990）の時期である．また，
幼少期から競技に打ち込み青年期を迎えるアス
リートは，同世代の非アスリートとは異なるア

イデンティティ形成のプロセスが認められる
（中込，1993）．
　以上を踏まえて，本研究では本邦の青年期に
あるトップアスリートを対象としたスポーツカ
ウンセリングの先行研究，特に深層心理学や心
理力動論から論じられている研究を概観し，ア
スリートの当初の訴え（主訴）は何か，彼らの
心理的な問題（課題）がどのように理解されて，
支援されているのかについて明らかにすること
とした．

方法

　まず，CiNii（国立情報学研究所）を用いて
「スポーツカウンセリング」をキーワードに先行

表 1　スポーツカウンセリングの事例概要
出典 アスリート 主訴 問題の背景 相談期間 心理面への影響 競技への影響
鈴木壯（1999）
臨床心理身体運
動学研究1：3－12

22歳
（大学院生）
男性
テニス

「大4年の夏からスラン
プ状態が続いている。
競技意欲の低下にも悩
んでいる」

父親との関係
将来の進路選択

1年4か月
21回

父親からの自立に向かい、
自身の人生を歩み始めた。
対人関係への開かれた態
度が見られた。

プロへの道を模索したが、
力の限界を受け入れ、一線
を引く決意をした。

中込四郎（1999）
臨床心理身体運
動学研究1：37－
48

20歳
（大学2年）
女性
武道

「休部を決めたが、周囲
を気にしてしまう。自
分を優先して考えるこ
とができず困っている」

母親との関係。
身体化の意味。

約5カ月
8回

身体症状の消失。
母親からの自立へ向かっ
た。

練習中の痙攣や過呼吸な
どの身体症状による休部
を受け入れ難かったが、受
け入れることができた。

中込四郎（2004）
臨床心理身体運
動学研究6：55－
68

22歳
（大学3年）
女性

「心の面をもっと強くし
たい。メンタルトレー
ニングをやってみたい」

競技パフォーマンス
低下による自信低下。
指導者への過剰適応。
人格発達上必要な情
緒的支えが不十分。

約1年
31回

母親への依存から自立の
道へ。親のための競技から
自分のための競技へ

大学でのベスト記録で国
内ランキング1位へ。卒業
後は実業団から誘われた。

鈴木壯（2004）
臨床心理学4：
313－317

19歳
女性

「負けられない選手との
対戦になると、プレッ
シャーがかかりミスが
多くなる。それを克服
できるメンタルトレー
ニングを教えてほしい」

内的には内省的で自
己閉鎖的・抑制的な性
格特性がある。複雑
な家族関係。

8年9カ月
93回

アスリートとして次の段
階に進むための停滞する
時期を乗り越えて成長し
ていった。

オリンピックに出場し、満
足して競技生活を終了。

平木貴子・中込
四郎（2009）
スポーツ心理学
研究36：23－36

大学3年
女性
個人競技

「すぐに感情的になりす
ぎる」「冷静に客観的に
自分を見れるようにな
りたい」

心理的な支えが不十
分

37回 試合場面における自己統
制感の欠如が改善され、主
体的に戦術を立てること
が可能になった。

全国大会で上位の成績を
収め、企業に勧誘され就
職。

江田香織・中込
四郎（2009）
臨床心理身体運
動学研究11：17－
27

22歳
女性
個人競技

「膝の痛みと体重オー
バーのため走れない。
身体の不調が長く続
く、精神的に憂鬱な時
が多い」

母親との関係 約3年間 主体性獲得への芽生えが
みられた

母親や周囲に認められる
ためにやってきた競技への
取り組みから、自分自身と
向き合う方向への転換

細川佳博（2012）
精神療法38：46－
51

20歳
男性
個人競技

「部活内での人間関係
が上手くいかない」

自分自身のバランス
というテーマへの取
り組み

7回 人間関係やフォームなど
表面的な課題に取り組む
ことで、アスリート自身の
「バランス」というテーマ
に取り組んだ

来談当初、競技からの引退
を考えていたが、フォーム
の改良が功を奏し、競技を
継続することに。

米丸健太・鈴木
壯（2016）
スポーツ心理学
研究43：15－28

20代
女性

「マイナス思考をプラス
思考にしたい。マイナ
スに追い込んでしまう
自分がわからない」

意識下で抑制されて
いた「自分」の芽生
え。先回りする親と
の関係

3年4か月
101回

主体的に他者と関わるこ
とが可能に。これまでの親
との関わりへの自己洞察
が可能に。競技内外で主
体的に他者との関わりが
可能に。

身体疾患により競技成績
が低下することもあった
が、世界大会レベルの試合
で戦えるようになった。
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研究の文献検索を行い，70件を収集した．さら
に，アスリートの心理サポートに関する論文を
レビューした先行研究（米丸・鈴木，2017）で
紹介された17件の「事例研究の文献」を加えた．
次に，検索された文献（87件）の中から，以下
の条件を満たす文献を選択した．条件は，①対
象のアスリートが初回面接時に大学生または青
年期後期であること，②競技レベルが全国大会
や国際大会出場レベルであること，③カウンセ
リングが終結していること，④カウンセリング
の経過をたどれる内容が記述されていること，
⑤心理力動的立場で実施されたカウンセリング
であることとした．以上の手続きにより，8編
の論文が抽出され，それらを検討の対象とした
（表1）．

結果と考察

1．アスリートの主訴
　米丸ら（2016）の分類を参考に，検索した論
文（表1）に示されたアスリートの主訴を以下
の3つに分類した．
1 ）心理面についての助言・指導：「心の面を
もっと強くしたい．メンタルトレーニングを
やってみたい」（中込，2004），「プレッシャーが
かかるとミスが多くなる．克服できるメンタル
トレーニングを教えてほしい」（鈴木，2004），
「すぐに感情的になりすぎる．冷静に客観的に
自分を見れるようになりたい」（平木・中込，
2009）であった．トップアスリートは厳しい勝
負の世界の中にいて，自身の競技能力の限界ま
で追い込むようなトレーニングをしている．そ
のため，競技パフォーマンスを向上させるため
のアドバイスを求める訴えがあるのは当然であ
ろう．また，主訴に関連して，「最初，カウンセ
リングと聞いて，凄く抵抗を覚えた」（平木・中
込，2009）のように，アスリートはカウンセリ
ングを受けることに対し強い抵抗を示すことが
ある．これは，「アスリートが情緒的な問題を抱
えていることを『自分が弱いため』と考え，否
認しやすい」（堀・佐々木，2005）という理由が
背景にあるだろう．筆者の勤務するサポートセ
ンターを訪れる学生アスリートの多くは指導者

から来談を勧められることが多いが，その「勧
められたこと」を恥と感じ，「自分はメンタル
が弱い」と低い自己評価について語ることが多
い．しかし，鈴木（2021）が指摘しているよう
に，「メンタルの弱さ」で大事な問題を簡単に片
づけてしまうのではなく，スポーツカウンセリ
ングでは彼らの競技歴や成育歴全体から，何が
競技上の問題となっているかを理解しなければ
ならない．したがって，アスリートがメンタル
トレーニングの指導を希望した場合でも，カウ
ンセラーは「その訴えの背景にある問題が何で
あるかをまず第一に見極めなければならない」
（鈴木，2014）．
2 ）競技における精神の不安定さ：「大学4年の
夏からスランプ状態が続いている．競技意欲の
低下にも悩んでいる」（鈴木，1999）や「身体の
不調が長く続く，精神的に憂鬱な時が多い」（江
田・中込，2009），「マイナス思考をプラス思考
にしたい．マイナスに追い込んでしまう自分が
わからない」（米丸・鈴木，2016）であった．ア
スリートは，競技レベルが高くなればなるほど
心身の限界を超えるところまで，全人格をかけ
て競技に取り組み，また身体を動かすことで通
常よりも心理的問題を表面化しやすい（鈴木，
2014）．したがって，競技成績における不調は直
接的に心理面の不調につながりやすく，問題と
して意識されやすくなるのであろう．
3 ）人間関係の混乱：「周囲を気にしてしまう」
（中込，1999），「部活内での人間関係が上手く
いかない」（細川，2012）であった．同じ部活
内やグループ内での人間関係に関する訴えが多
いことは，先行研究でも報告されている（米丸
ら，2017）．アスリートは心身ともに限界までト
レーニングをしているため，自分自身を全てさ
らけ出さざるを得なくなる．それを心理的距離
が近いところで，毎日のように行っていると，
濃密な関係の中で競技をしていることになる．
そのため，一般的な関係よりも濃く深い人間関
係になりやすい．そういった関係の中ではお互
いに否定的な面が表出されることになり，それ
が関係を悪化させることにつながりやすい．そ
れがこのような訴えにつながるのだろう．
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2 ．スポーツカウンセリングを通じて示される
アスリートの心理的課題

1）アイデンティティの再形成
　前述のように，青年期後期はアイデンティ
ティ形成が中心的な発達課題となる．青年期後
期にあるアスリートの心理相談においても，主
訴の背景にアイデンティティ形成や自立の課題
が多く認められる（中込，2008）．本稿にて分
析対象となった全8事例のアスリートに認めら
れたように，トップアスリートの多くは幼い頃
から競技に専心的に取り組み，競技での成功体
験を通じて，アスリートとしてのアイデンティ
ティを形成していく．しかし大学卒業後の進路
を見据える時期になると，それまでのように，
単に競技パフォーマンスを高めることに専心す
るというわけにはいかなくなり，例えば怪我や
競技成績の停滞などをきっかけに，それまで構
築してきたアイデンティティが大きく揺らぐの
である．例えば，平木・中込（2009）の事例の
アスリートのように大学卒業後も企業に就職し
アスリートとして高いレベルを目指すことを選
択するのか，鈴木（1999）の事例のアスリート
のように自身の競技能力の限界を受け入れて，
別の道を選択するのかといったように苦悩せざ
るを得なくなる．特に後者の場合，これまでの
アスリートとしてのアイデンティティが揺れ動
き，新たなアイデンティティ形成という課題に
取り組むことになる．また，競技に家族の関わ
りが強い場合には，親から分離・独立し，真の
アイデンティティを形成することになる．これ
は，「こころの支えがたましいの重荷になる」
（河合，1992）のである．つまり，それまでの
家族の期待に応えるというこころの支えがか
えって重荷となり，競技への意欲低下につなが
るのである（鈴木，1999；中込，1999；中込，
2004；江田・中込，2009）．したがって，このよ
うな自立がテーマになる場合には，「競技動機
の背景となっていた心理的エネルギーを他者依
存から自立へと変換していく（推進力の切り替
え）」（中込，2004）ことを目指す．中込（1999）
の事例のように，家族とのつながりが強い場合
は，競技からの離脱が家族からの心理的支えを

失うことを意味するため，より強い危機状態に
なり，カウンセラーがアスリートの自立の過程
を支えることが重要となる．
　家族からの心理的支えを十分に得られなかっ
た平木・中込（2009）のアスリートの場合は，
彼女が競技を継続をすることは家族からの分離
を難しくすると共に，家族の機能を調整する役
割を自然に担わされていたと推測される．しか
し，スポーツカウンセリングの過程を通じて，
競技を家族のためというより自分自身のために
取り組むことになり，自立したアスリートとし
て成長した．
　以上のことから，青年期後期のアスリート
は，人間関係の問題や競技成績の停滞などを
きっかけとしてスポーツカウンセリングを受け
るようになったとしても，その背景にはアイデ
ンティティの再形成や，自立というテーマが存
在しているのである．

2 ）アスリートの身体性
　アスリートの生きている世界では自身の身体
を限界まで追い込むことが当たり前であり，そ
のような「大きなエネルギーを投入して競技に
取り組むアスリートの中に，ケガや病気などの
さまざまな身体症状に苦しむことがある」（鈴
木，2012）．例えば，トレーニング中の痙攣や過
呼吸（中込，1999），食行動に関する問題（江
田・中込，2009），貧血や急性胃腸炎（米丸・鈴
木，2016），自律神経失調症やヒステリー症状
（鈴木，2012）など身体に関わる問題が報告さ
れている．アスリートの身体症状については，
身体レベルのものとしてだけではなく，心理的
な問題を表現していると捉えることも必要であ
る（鈴木，2014）．例えば，中込（1999）に示さ
れたアスリートの過呼吸発作については，「自
分を主張できないいくつかのそれまでの思いが
ピークに達した状況」とも考えられる．その背
景には，高校時代の指導者や母親との関係にお
いて，自分を主張できない状況をもたらしてい
たことがイメージレベルで重なるのである（中
込，1999）．また，鈴木（2004）のアスリートは
長期間にわたり負傷と痛みに苦しんだが，その
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痛みには「競技について思い悩む時期や選手と
しての転機に痛みが発生している」と意味づけ
され，さらに「痛みはその時点での心理的限界
に達していることを示していると同時に，その
限界を突破していくときの痛みでもある」と捉
えることができる（鈴木，2004）．これらの事例
のように，アスリートにからだで表現される身
体症状を単なる症状として捉えるのではなく，
その背景をイメージレベルで聴くことで，より
深い水準まで彼らの抱える心理的な問題（課題）
の理解につながってくる．
　アスリートにとっての身体運動，つまりパ
フォーマンス自体が彼らの自己表現の方法であ
る．身体運動はいわば「半ば意識的で半ば無意
識的な表現形態」であり，「自分自身が思わぬと
ころであらわになる体験」（中島，1996）であり，
アスリートの心理的な在り様がプレイに表現さ
れているのである．例えば、細川（2012）は，
人間関係の問題でスポーツカウンセリングが開
始されたが，経過の中では人間関係に関して語
られることよりも，フォームの改造について語
られるようになり，アスリート自身が『（その2
つは）結局同じことだったのかなぁと思うんで
す』と，スポーツカウンセリングの中で，人間
関係とフォームの課題を重なったものとして捉
えられていたと推測される．そして，カウンセ
ラー自身もその2つの課題を「重ね合わせなが
ら，中核的な課題は何なのだろうかとイメージ
を巡らせていた」という態度で聴いていたから
こそ，表面的な理解ではなく深い水準で心理的
な課題を理解することが可能となったのだ．

3 ．スポーツカウンセリングにおける「語るこ
と」と「聴くこと」の意味

　スポーツカウンセリングは，アスリートが悩
んでいることや困っていることをカウンセラー
に語ることを通して進んでいく．しかし，カウ
ンセリングがアスリートに導入され始めた頃
は，アスリートは内界を語ることが苦手である
という印象が持たれていた（中込，2006）．その
アスリートの言語化が面接で進まないことは，
聴き手（カウンセラー）がアスリートの内界の

動きにまで焦点を当てることが少なかったこと
と，「競技を長期間継続することで、内面が深
く掘り下げられていても、それを競技パフォー
マンスという形で表現されこそすれ、言語化す
ることが必要ない世界に生きてきている」（鈴
木1999）という背景が考えられる．その後，ス
ポーツカウンセリングの実践が重ねられるにし
たがって，アスリートの体験している世界を共
有するには，彼らの内界につながる「窓口」と
なる「身体」への語りを大切にしなければなら
ないと指摘されるようになった（中込，2006）．
つまり，「アスリートが語る競技状況を中心と
した「身体」は，彼らの“存在の有り様”ある
いは“自己との関わり様”を物語っているので
あり，深いレベルでの心理臨床的関わりを可能
とする」（中込，2006）のである．
　河合（1970）は，カウンセリングの可能性に
ついて，カウンセラーが「聴く態度を持ってカ
ウンセリングをしていると，今までになかった
可能性がクライエントの心のなかから生じてく
る」とし，さらに「クライエントの心の底にあ
る可能性に注目して，それによって本人が主体
的な努力によって，自分の可能性を発展させて
ゆく」と述べている．すなわち，アスリートの
「身体」に関する語りを彼らの内界への「窓口」
と捉えて聞き続けることで，アスリートが主体
的に問題解決や次の段階への糸口を発見するの
である．森岡（1995）が「クライエントにとっ
ては，カウンセラーと対話することは同時に未
知の自己，すなわち内なる他者と語ること」と
述べているように，アスリートは聴き手である
カウンセラーを鏡として「未知なる自己」を発
見していくのである．カウンセリングではただ
アスリートに語らせればよいというわけではな
く，カウンセラーが彼らの体験世界を共有でき
ることが重要である．

まとめ

　本論文の目的は，青年期にあるトップアス
リートを対象とした日本のスポーツカウンセリ
ングの先行研究を概観し，特に深層心理学や心
理力動論が導入されたスポーツカウンセリング
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において，アスリートはどのような訴えにより
カウンセリングを受けているのか（主訴），さら
にスポーツカウンセリングではアスリートの心
理的な問題（課題）がどのように理解され，支
援されているのかについて明らかにすることで
あった．
　まず，文献検索により抽出された8編の文献
を概観した．主訴は「心理面についての助言・
指導」，「競技における精神の不安定さ」，「人間
関係の混乱」の3つが挙げられた．スポーツカ
ウンセリングにおいてこの3つの主訴が多いこ
とは先行研究の結果と同じであった（米丸ら，
2016）．また，アスリートがカウンセリングを受
けることは，「メンタルが弱いためであり恥で
ある」との印象があるために，彼らがカウンセ
リングを受けることへの抵抗が強いことが認め
られた．
　次に，スポーツカウンセリングで示されるア
スリート特有の心理的問題（課題）は，「アイ
デンティティの再形成」であった．トップアス
リートの多くは幼い頃から競技に専心的に取り
組むことが多く，そこでアスリートとしてのア
イデンティティが形成されていく．しかし，怪
我や競技成績の停滞などきっかけに真のアイデ
ンティティ形成という課題に取り組まざるを得
なくなる．また，競技に家族の関わりが強い場
合には，競技の取り組みの再検討と親からの自
立がテーマとなり，真のアイデンティティが形
成されていった．つまり，スポーツカウンセリ
ングでは，特にトップアスリートの心理支援で
は，真のアイデンティティ形成や自立への支援
など青年期にある彼らの心理的成熟や成長を支
援しているのである．
　さらに，アスリート特有の問題の2つ目に身
体性の問題があった．過酷な競技世界に身を置
くアスリート特有の身体症状やケガがみられ
た．カウンセラーはその身体症状の背景につい
てイメージレベルで聴くことで，より深い水準
まで彼らの抱える心理的な問題（課題）の理解
につながっていた．
　そして，スポーツカウンセリングにおいてア
スリートが語ることとカウンセラーが聴くこと

の意味について検討した．アスリートの「身体」
に関する語りは，彼らの内界につながる「窓口」
であるため，彼らの心理的な世界を理解するた
めには身体の語りの重要性が明らかとなった．
さらに，カウンセラーが適切な態度で聴くこと
が，アスリートの語りを深め，新しい発見につ
ながることが示された．
　最後に，怪我やスランプなどは危機的な状
況にあるとネガティブな問題と捉えられやす
い．しかし，それはより高い水準に到達するた
めに必要な課題と考えるべきではないか．危機
は「成長，回復，さらなる分化のための資源を
終結させながら何とか発達しなければならな
い時に必要な転回点，決定的瞬間を指すもの」
（Erikson，1968）なのである．スポーツカウン
セリングの場は，危機的な状況にあるアスリー
トがどう選択するのか，どう乗り越えるのかを
支える場となるということである．特にトップ
アスリートが対象となる場合には，より深層心
理の側面から関わることが求められる．しかし
ながら，日本ではそのような立場で論じられて
いるアスリートのスポーツカウンセリング事例
はまだ少ない（米丸・鈴木，2017；坂本・斎藤，
2020）．今後もこのテーマに関して事例の積み
重ねを通してさらなる検討が必要である．
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　本稿の執筆にあたり，多大なご助言をいただ
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